
長沼町地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

①長沼・栗山線

・輸送人員10,000人、運送収入900千円、運送費10,890千円

②幌内・西６線・千歳橋線

・輸送人員2,800人、運送収入210千円、運送費9,196千円

③南長都線

・輸送人員6,500人、運送収入460千円、運送費9,196千円

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標 平成２９年７月３１日 平成２９年度第１回協議会
を開催
主な協議事項
・地域公共交通確保維持改善事業について
（生活交通確保維持改善計画策定）

平成３０年１月２２日 平成２９年度第２回協議会
を開催
主な協議事項
・事業評価について ・役員改選について

平成２９年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

本町において進行する人口減少・高齢化の問題の一つとして、地域住
民の移動手段の確保が挙げられる。高齢化社会への対応と安全で安
心な移動を可能とする“地域の足”の確保、公共交通空白地域の解消と
地域間幹線である民間バスとの結接等、バスサービスの向上と生活交
通の維持確保のためデマンド型交通を導入し、併せて町営バス路線を
再編する。
デマンド型交通の導入により合理的な運行を実施し、併せて環境負荷
軽減に寄与する交通体系の確立を目指す。

〇長沼・栗山線 ～ 営業区域 長沼町 発着地 りふれ
〇幌内・西６線・千歳橋線 ～ 営業区域 長沼町 発着地 りふれ
〇南長都線 ～ 営業区域 長沼町 発着地 りふれ

地域公共交通の現況

・ＪＲバス（大谷地ターミナル～長沼方面）
・夕鉄バス（夕張～新さっぽろ）
・中央バス（岩見沢長沼線）
・町営バス（路線バス １路線）
・スクールバス（２路線）



平成２９年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

〇高齢化社会に対応した“地域の足”の確保、公共
交通空白地域の解消とバスサービスの向上、生活交
通の維持確保のためデマンド型交通を導入し、併せ
て町営バス路線を再編する。
デマンド型交通の導入により合理的な運行を実施
し、併せて環境負荷軽減に寄与する交通体系の確立
を目指す。

〇平成２８年度に引き続きデマンドバス３路線の運行
を実施し、交通空白地域の解消、ドア・トゥ・ドアの実
施等利便性の向上を図った。

○実証期間（平成２１年１０月～平成２４年３月）
実証運行地区説明会 計１５回
住民・利用者アンケート調査 計６回
ニューズレター発行 計７回

〇平成２９年度では長沼・栗山線の通学時間帯にお
いて混雑の解消を図るべく、状況に応じて臨時便を
導入し、円滑な輸送サービスを展開した。

２

２）運行系統



３

３）利用実績

４）収入実績
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長沼栗山線(H28)
計9,794人
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計10,547人
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幌内・西６線・千歳橋線(H29)
計2,135人
南長都線(H28)
計6,435人
南長都線(H29)
計7,438人

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

140000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

長沼栗山線(H28) 
計925,857円
長沼栗山線(H29) 
計1,083,803円
幌内・西６線・千歳橋線(H28)
計163,000円
幌内・西６線・千歳橋線(H29)
計186,204円
南長都線(H28)
計418,635円
南長都線(H29)
計393,240円



日常的に通学に利用していた小中学生が減ったため、輸送
人員が減少した。運送収入についても、目標値達成とまで
は至らなかった。

③南長都線

計画に位置付けられた目標を達成できていない点があっ
た。

・輸送人員6,500人（目標）⇒7,438人（実績）

・運送収入460千円（目標）⇒393千円（実績）

・運送費9,196千円（目標）⇒8,893千円（実績）

定期的に乗車していた高齢利用者の輸送人員が減少した
一方で、通学のためバスを利用する子供が増えたため、全
体的な輸送人員は増加した。しかし、小中学生の通学に関
しては運賃が無料のため、結果的に運送収入の増加には
繋がらなかった。

４

〇長沼・栗山線～計画通り適切に実施されている。

〇幌内・西６線・千歳橋線～計画通り適切に実施されている。

〇南長都線～計画通り適切に実施されている。

５）事業実施の適切性

６）目標・効果達成状況

①長沼・栗山線

計画に位置付けられた目標を達成した。

・輸送人員10,000人（目標）⇒10,547人（実績）

・運送収入900千円（目標）⇒1,084千円（実績）

・運送費10,890千円（目標）⇒10,545千円（実績）

通学のため日常的にバスを利用する高校生が増加し、輸送
人員、運送収入の増加に繋がった。

②幌内・西６線・千歳橋線

計画に位置付けられた目標を達成できていない点があった。

・輸送人員2,800人（目標）⇒2,135人（実績）

・運送収入210千円（目標） ⇒186千円（実績）

・運送費9,196千円（目標） ⇒8,888千円（実績）



５

７）事業の今後の改善点

定期的にバスを利用していた高齢者住民においては、体
調不良による入院や家族のいる町外への転居、医療福祉
施設による会員制送迎バスの利用等により、デマンドバス
の利用から遠ざかる傾向にある。
利用者の利便性を確保するべく運行範囲の検証やダイヤ
の見直し等、ニーズを把握しながら検討していくとともに、コ
スト面においても効率的な運行を目指すことで経費削減を
図る。
また、今年度において札幌市の大学生が本町の農家を訪
問し研修を受ける機会があり、当デマンドバスを有効に利用
している。「バスの存在を町ホームページで知り、利用してみ
た」ということで、引き続き広報ＰＲ等、高齢者のみならず新
規利用者の開拓を狙いながら、デマンドバスの認知度向上
を目指す。

（平成30年度分と併せて評価）

８）地方運輸局における二次評価結果


